
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成２２年 ４月１６日現在

研究代表者の専門分野： 人文

科研費の分科・細目：言語学

キーワード：漢語、清朝、言語政策、公用語、官話、階級方言、旗人語、正音

１．研究計画の概要
(1)背景：これまでの研究を進める課程で、
一般に北京語と称される言語の深部には来
源の異なるいくつかの系統性を持った言語
の脈流が存在し、時に平衡し、時に交錯しな
がら現代に至る様相が見えてきた。現代の中
国の公用語は、普通話という規定に則り人為
的に整備された言葉であるが、その原形とも
言うべき清代の北京語は単純な一方言では
なく、北京に存在する様々な要素が複雑に絡
み合いながら、柔軟性を具えた巨大な集合体
を形成していた。この背景となった複雑な言
語環境の存在故に、清代には幾度も言語政策
が講じられ、政治的意向と社会的動向の絡ん
だ公用語の模索が続くことになる。最終的に
は、清末に外交交渉という外的必然性から方
向性が決定され、北京官話が公用語としての
地位を確立した。以下に「清代の言語政策と
関係する言語」及び「社会的動向と主要言語
の移行」の関係を整理する。

(2)目的：清朝は満洲族による支配であった
ため、漢語の流れに対して、従来とは全く異
なる民族性、地域性、政治体制が複雑な影響
を及ぼした。これらの要素に起因する言葉の
脈流は具体的にはどのような語彙体系を成
し、漢語史の中で、いつ、どこで、どのよう
に形成され、盛衰していったのかを考察した
い。言葉の脈流としてはⅰ.満洲語の漢語へ
の影響、ⅱ.正音、ⅲ.南京官話・北京官話、
ⅳ.旗人語等が考えられ、背景の社会的動向
としては、(ｱ)少数派民族の多数派支配によ
る共生、(ｲ)満洲族の華化、(ｳ)外交交渉のた
めの公用語の必要性、(ｴ)政治制度に関わる

特殊階層等の問題が考えられる。そこで満漢
合璧資料、満洲語を多く使用した小説、欧文
官話資料、旗人による白話小説資料などの関
係資料等から語彙・文法事項を収集し、比較
対照する。これにより、語彙の盛衰に関する
語彙レベルでの対立や共存の現象が観察出
来、同時に相対的な脈流の実態も把握するこ
とが可能となる。以上の方法から、17 世紀か
ら 20世紀初期の満洲族統治下における民族、
階級、地域間の言語交錯と公用語の関係を調
査し、内包する脈流を視座に、清朝の言語政
策及び社会変動に係わる漢語の多層性につ
いて明確にすることを目標とする。

２．研究の進捗状況
(1)第一段階として、「少数派民族の多数派
支配による共生」と「満洲族支配という特殊
状況下での漢語への影響」というテーマを中
心に考察を進めた。清朝成立後、北京では内
城に旗人が入りその言葉が基準となったた
め明代の北京語に対して断層を持ち、河北方
言の影響や古い形を残すとの指摘もある。そ
こで、満洲語と周辺方言の漢語語彙への侵入
状況を検証するため、満漢合璧資料を基に、
漢語資料と対比することにより、「特に北方
方言や北京語に入り込んでいる満洲語」や
「満洲語の影響を受けた漢語語彙」等の整理
を行ない漢語への影響の考察を行った。

(2)第二段階として、「満洲族の華化」と「公
用語への指向性」に関わる問題に取り組んだ。
正音は、雍正期、福建語・広東語の話者を対
象とした公用語教育のためのもので、音注は
南音、語彙は北方という説もあるが、いずれ
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も南京のものであるという説もあり、語彙に
関する実態は不明である。そこで正音の語彙
を整理し、これまでの研究で蓄積した北京語
語彙とこの第二段階で行なう南・北官話との
比較対照を通してその実態を解明すること
を目標とした。共通語を教育するようなシス
テムが無かったため、雍正六年に上諭によっ
て、福建省諸県の「正音書院」設立や、広東
省の「粤秀書院」等の書院の支援が行なわれ、
教科書として『正音摂要』、『正音咀華』等も
編纂された。ただし、清代の正音書は旗人の
手によるものが多く、例えば、『正音辨微』
道光十七年刊本や『正音咀華』咸豐癸丑刊本
を編纂した莎彜尊も旗人である。そのため、
語彙分析に際しては、第四段階での旗人語の
研究と合わせて検証する必要が残っている。

(3)第三段階として、「外交交渉のための公用
語の必要性」と「南京官話・北京官話の対峙」
に関わる問題について考察を進めた。清代の
『語言自邇集』等の欧文資料の他、北京と南
京の語彙を併記した九江書會『官話指南』、
『官話類篇』等を活用し、南京と北京の官話
対照作業を行った。目的は、南・北官話の特
徴的な語彙の選定である。欧文資料は「文言
白話混淆体」に注意し口語を中心に整理を行
った。明末清初、外国からは南京官話が規範
と見られていたが、アヘン戦争以降、外交交
渉において北京官話が必要となり主流が北
京官話へと移行する。この欧文官話資料の性
質の違いを活用した対照研究を試みた。正音
を官話と等しく見る考え方もあるが、「正音
の語彙＝官話」と結論付けることは出来ず、
更に検討の必要性がある。また、『語言自邇
集』「談論編」は、『清文指要』が元になった
もので、更に同じ系統の版本として、『初学
指南』、『三合語録』等も存在しているため、
欧文官話資料と清文系資料との比較対照に
拠って、北京官話資料と満漢合璧資料との相
違を検証した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

基本的に申請時の計画に従い進行してい
る。一部、未確認の資料があるが、今年度の
8 月から 9 月に、北京等の海外の図書館で資
料を収集する予定である。

４．今後の研究の推進方策
(1)第四段階：「政治制度に関わる特殊な階
層」と「階級方言の成熟及び通用化」。旗人
語とは、旗人の階級的方言を指し、満洲語と
漢語の両方、或いは相互に影響を受けた言葉
が含まれる。明代に河北方言が満洲の地帯に
伝わり、清朝になって旗人が北京に古い言葉
を逆輸入したとの指摘もある。親族呼称等は
現代漢語でも使用されるが、旗人語に関する

研究は現段階では少ない。時代毎の満・漢語
の文法・語彙の均衡や実態について調査し、
平行して存在した正音や官話との対比を通
して全容を解明する。

(2)第五段階：「清朝の政治的統治力の盛衰」
と「言語の関係」。清朝の融和政策と隔離政
策は、漢語と満洲語に如何に作用し、最終的
にはどう漢民族文化に飲み込まれていくこ
とになるのか。そして全てを内包した漢語は、
如何なる多層性を持った言語になったのか。
漢語史上、清朝政府の存在と変容はどのよう
な意義を持つのか。背景にある社会制度、特
に言語政策や教育制度をつぶさに調べ、漢語
との相互関係や具体的な言語現象にどのよ
うな影響を与えたのかを分析する。これまで
の言語学の領域を超え、政治制度と政策的言
語統制に関わる広い視野に立って、複合的な
漢語通時研究を行なう。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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